































































































































































































































































































































































































































































































































・ 上級（Advanced，約35名 2クラス），中級（Intermediate，約40名 8クラス），初
級クラス（Elementary，約35名 2クラス）の3グレードに分け，それぞれのグレー
ドのクラスは基本的に等質とする。






   ＊1年の11月に実施する学力達成度テスト（TOEIC利用）
   ＊上級，初級クラスは基本的に専任教員が担当するので，その授業成績







上 S 　 　  A 　 　 B
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      英語検定 TOEIC
 上級クラス（Advanced English Class）   準1級    650
 中級クラス（Intermediate English Class）  全員2級   550
































   Structure　　Vocabulary　　TOTAL　　傾斜配点
 レベル1（英検3級） 　 10   0 　　　10 　 0.9
 レベル2（英検準2） 　 20   0 　　　20 　 1.1
 レベル3（英検2級） 　 15  15 　　　30 　 1.4
 レベル4（英検準1） 　  7   8 　　　15 　 1.8



































・ ALC Net Academyのシステムを利用し，クラス分けテストの成績やTOEIC換算点な
どを学生一人一人に公開する。また，語学教育研究室の語研ニュースなどを利用し，
習熟度別クラス編成の主旨を徹底する。
・ 学生が利用できるように多種多様な多読教材（英語読み物）を語学教育研究室に所蔵
する必要がある。すでに200余のExtensive Reading用教材が備えられているが経済
学部全体の利用を考えると決して充分とはいえない。また，それらの紹介や時には学
生の感想などを語研ホームページを利用して公開する。
・ 学生の英語による作品を語学センターを通して世界に発信する体制を構築する。
・ 語学教育研究室にて英語学習におけるカウンセリングを行う。簡単な英語の質問にも
答えられるようなシステムを作る。
・ 留学指導体制を確立（短期および長期）し，一人でも多くの経済学部生が海外におい
て英語を学べるようにする。
☆　自主学習教材としてアルク社ネットアカデミーを導入
 本システムを導入する理由は次の通りである。
・ アルク社ネットアカデミーには8コースが揃っているので，今後の展開ができる。こ
れにより，短大から国際コミュニケーョン学部の学生まで幅広く利用できる。
・ 買い取り方式なので，初年度以降の費用は保守費用（約15万円）のみで済む。
・ 企業への就職にはTOEICテストのスコアが必須となりつつある。これに対応できる
ようにアルク社の教材は完全にTOEICに対応している。
・ アルク社はヒヤリングマラソンなどこれまでも英語教材の開発を手掛けてきているの
で，実績があると考えられる。
・ 多くの大学が既に導入していて，ほとんど問題はない。
☆　ALC NetAcademy「初級・中級者のためのTOEICスコアアップコース」の内容
 本システムでは，学生に英語力の現状を認識させ，自己学習の動機づけと学習指針を提
供する。特に授業では強化しにくいリスニングなどの面を本コースによって補うことがで
きる。「初級・中級者のためのTOEICスコアアップコース」はTOEIC 500点を目指すコー
スで幅広い学生が利用できる。静岡大学，関西大学，近畿大学はアルク社の本コースのみ
を導入しているので，最初の導入としては本コースが適切だと考えられる。具体的には次
の内容である。
・ リスニング強化コース（50ユニット）→スピード変換機能がついている
・ リーディング強化コース（50ユニット）→フレーズ単位で表示など工夫がある
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・ 中間テスト（TOEICテスト形式100問）→実力が把握できる
・ 修了テスト（TOEICテスト形式100問）→実力が把握できる
・ TOEICテスト演習コース（200問）→弱点問題を自動検索し繰り返し問題を演習する
ことができる
☆　アルク社ネットアカデミーのシステムを授業に利用している実践も多くみかけるが，
基本的に自主学習の教材である。しかし，すでに実践されているように，授業においても
利用できる。ただし，これを授業に替えることはできない。このため，一年の春学期には
授業の一部として本コースのなかのユニットを必ず利用させることにより，利用のきっか
けを作る必要がある。専任教員の授業では必ず一度はこのシステムを体験させる。また，
非常勤講師にもその利用を呼びかける。
 アルク社ネットアカデミーはTOEICテストと対応し，初中級者コースには実際のテスト
の5分の1（40問）テストが組み込まれている。これによってTOEICテストによる学生
の英語力測定が可能となる。1年の春学期に多くの学生にこの5分の1テストを受けさせ，
本学経済学部が実施しているプレイスメントテストとの相関関係を追調査することが望ま
しい。
☆　システムを導入すれば，学生が利用するというものではない。愛知淑徳大学の実績で
は全学生のわずか1パーセントが常時利用する学生である。これを2～ 3パーセントの水
準にまで引き上げたい。このためには語学教育研究室をはじめとしたところでの広報活動
が必要である。また，英語担当者が積極的に授業に利用し，学生利用への導入としなけれ
ばならない。
 学生がこのシステムを利用して学習できる環境を整える必要がある。現状では本学情報
処理センターの教室は満杯に近い状態なので，よりよい環境を情報処理センターに望みた
い。同時に，語学教育研究室はこれまで以上に情報処理センターと緊密に連絡を取りなが
らCALL, e-learningの実効をあげなければならない。
